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研究背景
契約書における権利義務の認識



契約書に記述される権利や義務
•権利の例：
第15条（期間内解約）
本契約の当事者は、相⼿⽅に対して、解約⽇の1ヶ⽉前までに書
⾯により通知することにより、いつでも本契約を解約することが
できる。
•義務の例：
第6条（業務報告）
受託者は、委託者の求めに応じて、本委託業務の遂⾏状況その他
委託者が求める事項を委託者に報告しなければならない。

誰がどのような権利・義務を
負っているのか，が記述される



研究⽬的
•法務担当者の契約書の理解を⽀援する為に
権利義務の⾃動認識を⾏う
• 「誰」が「どのような要件、例外」で「どのような権利・義務」を持
つのか、を認識する。



アノテーション
契約書における権利義務の認識



アノテーションの⽅法
•法律知識を持った弁護⼠に依頼し，
作成されたの契約書テキストを⽤いる
•法務知識のないアノテータ２名によって
弁護⼠のアドバイスを受けながら実施
•⽇本語と英語の両⽅の契約書にアノテーションを施す



タグ付けにおける５つのラベル
•右のようなラベルを⽤いて
該当箇所をXMLのようなタグで
囲う事によりアノテーションを⾏う
•タグの⼊れ⼦は認めない



• <Pi>タグを⽤いてアノテーションされる
• ID iは出現した順にアノテーションされる
• 甲，⼄などの略称はアノテーションしない

当事者
•契約に関わる関係者を当事者（Party）と呼ぶ．
アノテーション⽅法

当事者のアノテーション例



義務
•契約書において義務（Obligation）は「〜なければならない」，
「〜するものとする」，「〜する」などで表される．

• <Oi-p>タグを⽤いてアノテーションされる
• ID iは出現した順にアノテーションされる
• 当事者の参照リストpは当事者タグ名のハイフンで結合したリストである

アノテーション⽅法

義務のアノテーション例

複数当事者における義務のアノテーション例



権利
•契約書において各当事者の権利（Right）は
「〜することができる」などで表現される

• <Ri-p>タグを⽤いてアノテーションされる
• ID iは出現した順にアノテーションされる
• 参照リストpは当事者タグ名のハイフンで結合したリストである

アノテーション⽅法

権利のアノテーション例



要件
•契約書の権利と義務が発動する要件（Condition）は
「〜のとき」や「〜の場合」などを⽤いて記述される

<C-rop>タグを⽤いてアノテーションされる
ropは，権利と義務に対する参照リストであり，
権利や義務のタグ名をハイフンで結合したリストである．

アノテーション⽅法

要件のアノテーション例



例外
•契約書における権利と義務が発動する際の例外（Exception）
は
「但し〜の場合にはこの限りではない」や「〜の場合を除き」
などの⽂⾔を使⽤して記述される

<E-rop>タグを⽤いてアノテーションされる
ropは，権利と義務に対する参照リストであり，
権利や義務のタグ名をハイフンで結合したリストである．

アノテーション⽅法

例外のアノテーション例



アノテーション結果
権利義務認識のための契約書コーパスの構築



コーパスの統計
• 46件の英語契約書と25件の⽇本語契約書に対して付与



難しい例(1/3)〜⼊れ⼦の禁⽌
•義務に対して例外が⼊れ⼦になるパターン
•⼊れ⼦を許容しないため，中の例外にはタグ付を⾏わなかった

⼊れ⼦になる例



難しい例(2/3)〜該当する当事者が未定
•解除をされた当事者は契約時点では定まらない
•可能性のある当事者すべてをアノテーションする

当事者が定まらない例



難しい例(3/3)
〜受動態による動作主の省略
•受動態により動作主が省略されている
•主語は会社であることが推定され，
会社の義務であると⾔うことがわかる．

受動態により動作主が省略されている例



まとめ
権利義務認識のための契約書コーパスの構築



まとめ
•権利・義務の抽出を⽬的としたコーパスの作成と，
アノテーションガイドラインの作成を⾏った
•コーパスには当事者，権利，義務，要件，例外に関する
範囲情報と，各情報同⼠の関連情報が
アノテーションされている



今後の展望
•認識⼿法・精度評価⽅法の検討
•抽出項⽬の拡充
• 「権利がない」状態を⽰す「禁⽌」
• 「義務がない」状態を⽰す「免責」

•義務論理（Deontic logic）に関連した表現⽅法も検討したい

※このコーパスを⽤いた認識のベースライン⼿法はLREC2020にて発表済み
Funaki, R., Nagata, Y., Suenaga, K., and Mori, S.: A Contract Corpus for 
Recognizing Rights and Obligations, Proceedings of the 12th International 
Conference on Language Resources and Evaluation (LREC)(2020)


